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10 前後が標準的な値であり，12 にはかなり大きく，8 程度はかなり小さいことがわかった．
































第 1章から第 3章の知見により，第 4章で示した雑魚川のイワナ資源の状況を検証するこ
とで，持続的利用が実現できている要因を考察していく．まず，資源管理単位について，遺
伝的多様性の保全を考えた管理単位は，第 1章第 1節の知見から第 2支流あるいは第 3支流
ごとの個体群とすることが望ましい．この点において雑魚川では河川全体で放流が行われて
おらず，全体を在来個体群として扱っており管理単位は適切と考える．次に生息環境につい
て，雑魚川では，河川形態が自然状態で保全されており第 2章第 1節で論議した稚魚から成
魚までの生息場所がある．川岸は河畔林に覆われているため，第 2章第 3節で問題とした水
温上昇は抑えられている．流域は開発されているが，裸地は少なく，降雨時に濁水が河川に
入ることは稀であり第 2章第 4節で言及したような濁りの問題は起きていない．支流が本流
に流入する水域に遡上を阻害する工作物がなく，従って第 2章第 2節で論じた魚道に付随す
る問題はなく，支流が再生産の場として機能している．漁業管理について，制限全長を 20 ㎝
以上としているが，これは第3章第1節で論じた成熟全長についての知見を元に定められた．
漁法は釣りのみなので，鉤がかり後に川に戻された個体は第 3章第 2節で述べたように多く
が生残すると期待され，制限全長は親魚の確保に貢献していると考える． 
このように雑魚川のイワナは，その生物としての特徴，生息環境，漁業管理についての情
報から検証して良好な管理がなされている．今後は雑魚川における餌料生物量の情報，漁獲
圧の把握，禁漁となっている支流から本流への稚魚の移動，適切な親魚量を残すための全長
制限について明らかにし，他の河川においても雑魚川のような体制を構築していくことが課
題と考える． 
